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特 集

OSS

利用が拡大する
企業システムでの
OSS活用

イノベーションを加速する
OSS

OSSはオープンソースの概念に基づ
き、ソフトウェアのソースコードを公開し、
原則的に改良や再配布が許可されてい
るソフトウェアです。OSSでは世界中の
ユーザーがソースコードを共有の知的
財産として扱い、修正や改良を重ねな
がら、よりよいソフトウェアへと磨き上げて
いくことを志向しています。
一般に知られているOSSとして思

い浮かぶものには、今や基幹システム
のOSともなっているLinuxや、RDBMS
のMySQL、PostgreSQLなどがありま
すが、近年はアプリケーションサーバや

システム運用監視、クラウド基盤、IoT/
ビッグデータ、AI※、スマートフォンのプラッ
トフォームなど新しい分野へも領域が広
がっています。なかでも最近注目が集
まっているIoT/ビッグデータやAIなどの
分野では、企業が開発する製品よりも早
く先端技術が実現されるようになってきま
した。それは、先端技術を担う技術者
が、コミュニティの中でオープンソースと
してアイデアを形にしている成果です。
このようなコミュニティの活動を、先端技
術を担うIT企業が支えています。
今後OSSは、企業のビジネスイノベー

ションを加速するのに必要なツールとして
活用が広がっていくと考えられます。
※ Artificial Intelligence

OSS活用を進める際に
注意すべき点

OSS活用を進める際には、いくつかの
注意すべき点が存在します。OSSをシス
テムに組み込み、運用・保守をする場
合、数多くのOSSからどれを選択するの
か、選択したOSSの品質が求める水準
に対応できるのか、さらにOSSには多数
のライセンスが存在するため、ライセンス
遵守にも注意が必要です。また、OSS
導入によるコストについても考える必要
があります。

企業でのOpen Source Software（以下、OSS）活用が拡大しています。OSSは世界中の技術者の知見を取
り込んだオープンイノベーションの結晶ともいえるものですが、数多くのOSSの中から利用に適したものを選択し
たり、運用に必要な情報を自ら収集したりしなければならないなど、活用には不安がともないます。そこで日立は、
長年培ってきたOSS活用のナレッジやノウハウをベースに、安心してOSSを活用いただくためのサービスを用
意。お客さまとともにOSS活用によるメリットを最大化していく取り組みを行っています。

じゅんしゅ
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コミュニティ版OSSと商用版のOSS 

OSS
コミュニティ 開発者

開発者ベンダー

日立の取り組み

「コミュニティ版OSSと商用版のOSS」

OSSには、OSSのコミュニティが開発したOSS（以下、
コミュニティ版OSS）と、ベンダーがコミュニティ版OSSに対
し、ベンダー独自ツールの提供などを行うOSS（以下、商
用版のOSS）という二種類のOSSがあります。活用する際
は両者の特徴をふまえ、目的に合わせた選択が可能です。

♦コミュニティ版OSS
・公開されている最新のバージョンで、新しい機能がいち
早く利用できる。 
・不具合がある場合、対策の緊急度や対策版の提供時
期はコミュニティが判断する。そのため、対策版の提供に

時間がかかかる場合や、対策版ではなく次バージョンに
吸収する形で提供される場合もある。

♦商用版のOSS
・挙動が不安定なバージョンの取り込みは避け、安定した
バージョンを提供する。
・エンタープライズシステム向けのベンダー独自ツールが提
供される。
・ユーザーの要望を重視し、不具合に対する対策版の提
供速度が速い。また古いバージョンに対する対策版が提
供されることも多い。
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■「常にコストが削減できる」
　わけではありません

特に“コスト削減”に関して大きな期
待を持たれることが多いOSSですが、企
業での活用を考えると、決してそうはなら
ないケースが少なくありません。例えばソ
フトウェア製品をコミュニティ版OSSに置
き換えることで、ソフトウェア製品の初期
導入コストは低減できます。しかし、社内
にそのOSSに詳しいエンジニアが不在
だと、社外にその業務を依頼せざるをえ
ず、設計・開発のための調査・検討に時
間がかかり、結果的にこの部分のコスト
が上がる場合があります。
また、ベンダーが開発した製品と違い
手厚いサポートがなく、マニュアル整備
が不十分な場合もあるため、保守・運用
に必要な情報（ぜい弱性、対策パッチ
の情報など）を常に収集する必要があ

り、この情報収集のためにコストが上が
ることもあります。このようにトータルでみ
ると、コスト削減効果が当初の期待とは
異なることが考えられます。

■OSSは原則「無補償・無保証」です

OSSは原則「無補償・無保証」のソフ
トウェアです。ベンダーが提供するソフト
ウェア製品のようなサポートや補償（保
証）対応はありません。品質面でも大き
なバラツキがあります。
一般に、ソフトウェア製品ではベンダー

が推奨する製品の組み合わせが提示さ
れる場合がありますが、OSSでは組み合
わせパターンは自ら調査・検証を行う必要
があります。また、システム構築・運用で不
具合が出た場合、ソフトウェア製品であれ
ば、ベンダーに問い合わせができますが、
OSSでは基本的に利用者自身が調査し

解決方法を見つける必要があります。

■OSSにも「ライセンス違反」が
　あります

OSSは容易に入手できますが、決して
制約なく使えるソフトウェアではありませ
ん。利用に際しては守るべきライセンス
条件が多々あり、守らない場合はライセ
ンス違反になります。例えばOSSライセン
ス違反の中で多くみられるのが、Linux 
カーネルに採用されているGPL（GNU 
General Public License）の諸条件を
守っていない「GPL違反」と呼ばれるも
のです。GPLでライセンスされたOSSを
複製・改変し、改変した著作物を頒布し
た場合、改変した著作物のソースコード
の開示が義務付けられています。こうし
た諸条件に違反すると、企業イメージの
ダウンにもつながります。

OSS

「OSSコミュニティへの日立の貢献」

日立は、さまざまなコミュニティ活動に参画しています。
なかでもメインフレームからはじまる長年のプラットフォーム
開発とお客さまサポートの経験を生かし、2000年から
Linuxカーネルの高信頼化にも貢献してきました。特に
Linux Foundation※では、創立当初からスポンサーとして
コミュニティのサポートや開発貢献、イベントの運営などに
取り組み、OSSの普及促進に尽力してきました。現在は
Linux FoundationのPlatinum Memberとして、積極的
に貢献しています。

2016年にはLinux Foundationの協業プロジェクト
「Hyperledger」にも参加。そのほか、クラウドプラットフォー
ムとしてのOpenStackをはじめ、さまざまなコミュニティ・標
準化団体に参画し、機能改善や問題修正パッチのコミュ
ニティへの提供や、セミナーでの発表などを行っています。

※ Linuxを中心としたOSSの開発コミュニティや開発者のサポートを行い、OSSの発展を支
えている団体（本部は米国）。
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図1 複雑な問題にワンストップで対応

■OSSにもベンダーサポートの
　活用をお勧めします

こうしたOSS活用のさまざまな課題に対
処するため、お客さまにはベンダーが提
供するOSSサポートサービスや技術支援
サービスを利用することをお勧めします。
社内では困難なOSS技術者の育成や

問題発生時の対応を、OSSの知識やノウ
ハウを持った専門家集団にアウトソース
できるため、ベンダーの支援を受けたとし
てもシステム設計や開発・保守費用をトー
タルで低減することができます。
また、より上流工程のシステム企画・
計画フェーズでもメリットがあります。数
多くのOSSから、業務要件に適したOSS
を選定するための知識やノウハウの提
供、ライセンス違反を防ぐための規約の
理解、ライフサイクルに合わせたメンテナ

ンス計画などにもベンダーが提供するさ
まざまなサービスを利用することでこれら
に効果が発揮されます。

日立のOSSに対する
取り組み 

日立は、さまざまなお客さまとの「協創」
を進めるなかで、新たな価値の創出やイ
ノベーションの実現をめざしています。そ
こで行われるシステム構築では、OS・ミド
ルウェア・運用管理・クラウド・IoT/ビッグ
データなど幅広い領域でOSS活用を進
めており、さまざまなシステムへのOSS導
入実績も数多くあります。またOSSコミュ
ニティにも積極的に参画し、その発展に
貢献しています。
その豊富な経験とノウハウを生かし、

お客さまのシステムライフサイクル全般に
わたるOSS活用をサポートするため、日
立はOSSを含む複雑なシステム構築・運
用時の不安をワンストップに解決するサ
ポートサービスと、上流コンサルティング
や設計・構築時の技術支援を行うテク
ニカルサービスを提供しています。

日立が提供する
OSSサービス

■複雑な問題をワンストップで解決する
　「OSSサポートサービス」

OSSを含めたさまざまな製品で構成さ
れているシステムでは、問題発生時に複
数の製品をまたがって調査する必要が
あり、それだけでも大きな負担となってし
まいます。そこでハードウェアとソフトウェ
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日立の取り組み

OS

お客さま

切り分け不要

一つの窓口で
問い合わせ

連携して
迅速に解決

日立のサポート体制

総
合
力

OSS

サーバ

ストレージネット
ワーク

ミドル
ウェア

日立ソリューション
サポートセンタ(窓口)
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図2 OSSにおける主なサポート領域

      日立がサポートできるOSSは多岐にわたります。この図では、サポートしている主要なOSSを提示しています。

アの総合ベンダーである日立が提供す
る「日立サポート360」では、OSS単体で
の問題解決に加え、商用製品とOSSに
またがった複合的な問題にも対応しま
す。さらに、OS・ミドルウェア・サーバ・スト
レージ・ネットワークなどの専門知識を
持ったエンジニアが密に連携して、お客
さまの課題をワンストップでサポート。お
客さまの負担を軽減し、早期の問題解
決を支援します（図1）。
なお、OSSに関するサポートには、一
般的な問い合わせから障害時の問い合
わせまでをトータルで対応する問題解決
支援サービスや、OSSのぜい弱性情報
を提供するサービスなどがあります。商
用版のOSSについては、お客さまの環
境で障害が発生した際に、開発ベン
ダーと連携して改良版を提供します。

■OSS選定やライセンス対応も支援する
　「OSSテクニカルサービス」

日立は、OSSを活用したシステムの設
計と構築を技術面から支援するサービ
スを用意しています。豊富な設計支援
の経験や、深い製品知識に裏付けられ
たノウハウを基に、お客さまがOSSを活
用したシステム構築でつまずきやすいポ
イントをケアします。
また、システム構築時のパラメータ設
計支援や性能調査のほか、計画フェー
ズでのOSS選定、ライセンス活用のリス
ク分析（導入予定OSSのライセンス種
別、OSSの活用法に対応した制約事
項、義務・条件の明確化）、コンプライア
ンス違反リスクの低減（ぜい弱性の有
無、暗号機能の有無などの情報提供）
などのコンサルティングも行います。

こうしたサービスを、OSSの導入検討
といった早い時期から利用することで、
OSS活用にともなうさまざまな不安やリス
クを解消でき、最先端クラスの技術を活
用したシステム構築やアプリケーション開
発をスムーズに進めていくことが可能と
なります。
これからも日立は、長年にわたって
培ってきたOSS活用のナレッジやノウハ
ウをベースに、お客さまへのOSS活用
のメリットを最大化するサービスとソ
リューションの開発に取り組んでいきま
す（図2）。そしてOSSコミュニティや標
準化活動にも積極的に参画し、OSSの
さらなる発展と普及に貢献していきます。
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（株）日立製作所 システム&サービスビジネス統括本部
http://www.hitachi.co.jp/products/it/oss/

お問い合わせ先・情報提供サイト

OSS
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